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（協） 千葉電友会 だより （２）

ご 挨 拶

千 葉 市 長 松 井 旭

この度、 協同組合千葉電友会皆 様
方の組合機関紙 「電友会 だより第８号」 が、 発刊

さ れ ま した こ と、
心 か ら お祝 い を 申 しあ げま す。

皆様方 には、 日頃より、 岩 崎理事長さ
んを先頭に一致協力され、 業界 の発展はもと

より著 しく 技術革新 が進む中、 適切に対 応さ れ、 便
利で快適な市民生活 づくりに多大

の ご尽力をいただいておりますこと、 心から敬意と感謝の意 を表する次第であり
ます。

と こ ろ で、 本 市 は、
業 務 核 都 市 と して、

ま た、 世
界 に開 か れた 国 際 情 報 都 市 と して

発展を続 けており、 政令指定都市 移行 ２年目を迎
えた現在、 お陰様で区行政をはじめ

市 政各 般 にわ た り、 順 調 に 展 開 い た
して お り、 大 都 市 行 政 が 確

立 しつ つ あ り ま す。

こ のよ う な 中で、 本 年 は、
近 い 将 来 迎 える 百 万都 市 に ふ さ わ しい 街 づく り の 基 礎 固

めを図らなければな らない極めて重要な年次と位置づけ、 先進政令指定都 市の優れた

面を積極的に吸収しな がら、 本市の特性を活かして、 さらに素 晴
らしい都市に築き上

げ、
「住 ん で い る こ と を 誇 り に 思 え る街 ・ い つ ま で も 住 み 続 け た い街」 と して、 次

代

に引き継 ぐため、 各種の施策を積極的に展開 して いるので
あります。

また、 私は今後とも 「人間尊重・市民生活
優先」 を基本理念と して、 市 民一人ひと

りが、 日々の生活の中で 「いきがい」 「うる
おい」 「豊かさ」 を実感でき るよう、 き

め細かな市民サー ビスを展開して参 りますとともに、 新たなる市民ニーズの的確な把

握と市政へ の迅速な反映に努め、 市 民福 祉の向上を期 して
市政 運営に全力を傾注 して

参 る 決意 で あり ま す。

どう か、 貴
組 合皆 様 方 に は、 こ の よ

う な 市 政 の 現 況 を ご理 解 い た だ きま して、 郷 土

千 葉 市 の さ らな る飛 躍・ 発展 のた め、 一 層 の お力 添 え を 賜り
ま す よ う、 心 か ら お祝 い

申しあ げる次第でありま す。

おわりに、 協同組合千葉電友会のま すますの
ご発展と、 会 員皆様方の ご健勝・ ご活

躍 を お祈 り い た しま して 祝 辞 と い た し ま す。
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女性現場代理人を採用して

協同組合千葉電友 会理事長 岩 崎 興 二

昨年の見学旅行会の際、 当社で採用 した女性 技術者 （見習） にっい てのそ の後の経

過を皆様に報告をする約束をしま したので、 電業協会に提出 した ものに加筆しました。

私共業 界を取り巻く環境は出口の見えない不況に陥り、 依然として 先行、 不透明で

あります。 この様な 状況のもと、 企業 体質の改善、 強化に努め社内の活 性化 を図りつ

つ、 この不況 を凌んでゆくのが現況で はないかと考 えられま す。

会社 は人間集団であり、 企業は入 なり、 と言いま すか ら、 人材の育成にも努めなけ

ればなりません。 中小 企業の 良い所 は、 社内が家族的な雰囲気にあるといわれますが、

その中にも人材が育つ為 には社員 がお互に競争する土壌が必要だと思います。

まさに私共電気工事業に携わる企業に とって試練の時代であります。

組合員の皆様にも、 より一 層の先 見性、 指導力、 柔軟な発想、 等を発揮さ れ今ま で

例の な か った 厳 しい 不況 を の りき っ て 戴き た い と思 いま す。

当社 では、 昨年 ６月 に技術者を女性に求め、 ２名の女性現 場代理人を見習と して採

用しま した。 女性サイ ドで も今までの職域にとらわ れず様々 な分野に進出する意欲が

高ま っ て 居り、 とく に 希
望 す る 仕 事 の 内 容 は、

１． 仕事の高率を上 げる創意工夫が要求される仕事

２
． 専 門知 識、 技術 が 要 求 さ れ る仕 事

３． 社外の 多くの人々との関わりが必要な仕事 （リクルート資料 より）

上記 の様な女性の要求に、 我々業界の現場代理人は適していると判断をいた し、 採

用 に踏 切 った し だい で す。

採用 はｑと らば一ゆ”に より１２名の応募 があり１０名の中か ら感性豊かでプラス指向

で、 明 るい 人 を対 象に 選 びま した。

入社以来約 １年半になりま すが、 社内 の活 性化はもちろん の事、 彼女達の仕事に対

する責任感や 熱意 等により 上司も今までの 経験により判断だけで はなく理論 武装 の必

要 な 事 が 分り、 常に 勉 強 す る 様 に な った こ と に もつ な が っ て おり ま す。
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私 か ら 見た 彼 女 達 の 評価 は璽璽女性 の も っ 細 や か な セ ン ス ”般仕 事 に 対 す る 積極 性 ”

“現実を直視し素直に 受け入れる適応能力”等が優れていると考えられま す。

彼女達の現場に 対する考え方、 ま た組合員 の皆様方の今 後の採用の 参考に レポー トの

一部を掲載致 します。

「実 際に現場代理人と いう仕 事について新たに魅力 を感 じている ことは、 仕事 相手

が 常 に人 で あ る と い う こ とで す。

例えば施工図を通しての電工さ んへの仕事の指示、 建 築会社、 施主とめ打合せ、 ど

れひとつとっても、 人との 関わり をもつ仕事であり、 自分の言動、 態度が自分自身へ

の評価、 それ以上に会社の評価 につ ながるという責任の重さを感 じな がらも、 仕事を

通して自分自 身が人間と して成長するチャ ンスの場 だと思いま す。

更更 現 場 ” と は
、
ま さ し く 更璽 男 の 社 会 ” そ の も の で す。

その中で女性が現場にいるという 違和感を多少 感じつつ、 たくさん の職人さんに声 をか

けても らったり、
ま た休 憩 時に、

こ の道 何 十 年と い う ベ テ ラ ンの 職 人さ ん と お 茶 を 飲 み

ながら話をしたり、 普通に会社勤めをし、 仕事をしてい た時よりも心 の触れ合う人間

関 係 を 体 験 し てい ま す。 こ れ か ら先、 も っ と、 も っ と様 々 な体 験 を重 ね、 多く の も の

を学 び、 女性と して気配り も忘れずに一日 も早く一人前の現場代理人と なることを目

標 に 勉 強 して、 行 き た いと 思 い ま す。

以 上 の よ う に女 性 の もっ 素 直 さ が レ ポ ー トに 表 れ て居 りま す。 こ れか らも、 男女 を

とわ ず明 る く
、
チ ャ レン ジ 精神 のあ る 人 材 を 求 め て 行く っ もり で居 り ま す。

我々 電気業界は長い間、 男性 社会であ ったために、 技術者としての女性の活用 にふ

み切れないトップの方々 が多数 いると思います が、 これからは女性に も責任のある仕

事を、 ま た経営に も参加 して貰える能力を引 出せる管理体制を整え、 常に魅力のある

会社 を、 目 指 して 行 き た い と考 え て お りま す。
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建設副産物を考える

千葉市建設局建築部部長 三 橋 功

前奥部長の急逝は、 余期せぬ事とは言い、 今さ らながら驚き得ぬ悲 しい出来事であ

りました。 青 天の扉震とはこんな時を言う のだろうか。 去る９月１日故奥部長の後を受

けま して建築部長を拝命いたしま した。 気持 を新 らたに初 心を忘れず大任に向けて一

生懸命頑張る所存でありますので、 よろしくお願い申し上げま す。 千葉市 は、 昨年全 国

で１２番目の政令指定都市に移行 して２年目を 迎えておりま す。 先 般は、 人口８５万人を

突破し２１世紀には 「魅力ある百万都市」 へ向 けて業務核都 市として、 首 都機能の一翼

を担う国際情報都市と して多方 面から期待さ れております。 そ して、 これか ら、 青年

都市から成熟 した自立都市へと成長、 発展 していく大きな役割 を担っておりま す。 建

築部は、 政令市として移行後、 それぞれ専門 事業における 政令市会議に参加する機 会

が多く なってきました。 住宅や 住環境整備、 公共施設の保全、 地球規模の環境問題 な

ど各 都 市 の 現状、 そ して、 ソ フ ト、
ハ ー ドの 両 面 に わ たっ て多 様 化 す る ニ ー ズ に ど う

対応していくのか取組みについ て意見の交換 がおこなわれ ております。

近年 建 設工 事 を 巡 る 問 題 に建 設副 産 物 が あ り ま す。 残 土、
コンクリート塊、 アスファ

ル ト塊、 建 築 木く
つ の リ サイ ク ル

、
最 終 処 分 で あ りま す。 本 年 は、 本 市 の 目 標 で あ っ

た仮称 三角 町清掃工場をはじめ、 新浜 リサイ クルセンター工場及 び村田町衛生処理場

など３件の清掃施設が着工とな りま した。 い つれも、 大都市に於て大きな問題として

い る ゴ ミ処 理、 再 利 用 に 関 する 施 設 で あり ま す。

関東 圏 の平 成 ２ 年 度 の建 設副 産物 の 排 出 量 は新 築、 改築７９０万トン、 解 体８００万 トン、

公共 土 木１，
０６０万トン、 民 間 工 事１，

８００万トン等 で す が、
再 生 利 用 促 進 法 に よ る リ サイ ク

ル 化 は１，２７０万トンに 過ぎま せ ん。 建 設 業 に 携 る 我々 は、 建 設副 産 物 の 発 生 抑 生、 再 生

利用、 適
正 処 分 を 真 剣 に考 えな く て はな らな い 問 題 であ り ま す。 本 年、 千 葉 市 に 於 て、

大都市 設備技術者担当者会議が 開催され発生材の再生利用、 適正処分について論議 さ

れて お り ま す。

バブル崩壊後、 長びく経済不 況に建設産業界はかってない程の厳 しい状況であり、

今後の 行方を計り知る事も出来 ない不安定な時代でありま す。 しか しなが ら、 経営管

理、 労 働力 の 確 保、 施 工 管理 体 制、 技 術、 技 能 の 向 上な ど、 多 く の 問 題 に 取 り組 み な

がら事業の推進を図っていかな ければなりま せん。

この 様な時代において、 千葉電友会の組合員皆様方にお かれま しては一致団結して、

電友会発展のためますま すの ご活躍を ご祈念申 し上げます。
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雑 感

千 葉 市 建 設 局 建 築 部 技 監

兼 設 備 課 長 清 水 克 祐

早 いもので、 千葉市が皆様の 協力により、 政令指定都 市の仲間入りをさせていた だ

いて １ 年半 が 過 ぎ ま した。 人口 も ９月 に や っ と８５万 人 と な り、 ２１世 紀 に は１
００万人 と

なり 名実と もに大都市へ発展 すべく、 計画行政を進めております。

話が変りますが、 前回の 「雑感」 の中で身 近な人々が１人つつ欠けて 行く寂 しさを

書 き ま した が、 こ の８月１９日 に 現 職 の 建 築部 長 が急
逝 さ れ ま した。 余 り に急 で あ っ た

の で、 信 ず る こと が でき ま せ ん で した。 私 が 昭
和３８年 ４ 月 に市 に 採用 に なり、 建 築 課

へ 配 属 になって より、
３０年 間、 先輩 と して、 種 々 ご指導 を 受 けま した。 二 人 が共 に 担

当

者の 時代には、 轟町中や若松小の校舎の増築や、 加曽利貝塚の屋外展示場、 千葉競輪

のス タ ン ドな どの 監 督 を共 に い た しま した。 専 門 が 構造 屋 で した か
ら
、
種々 と指 摘 を

受け ま した。 昭 和５２年１０月 よ り、 ２ 代 目 の 設・備 課
長と して 就 任 し、

私が 補 佐 で ４ 年半

机を並 べて仕事を しま した。 私ども職員が、 自家用電気工 作物の電気主任技術者に選

任さ れたときの特勤手当の創 設も奥設備課長 の時代で した。 故人 は生前 私に対して、

「俺 が設備課長の 時代に手当をも らえるよう にしたのだか ら、 お前が手 当の増額をす

る 番 だ ぞ」 とよ く 言 わ れま した。 私 に と って、 忘 れる こ と がで き な いミ ス が１ つ あ り

ます。 毎週木曜日の 指名審査会の説明資料を奥課長に渡す のを忘れ、 席 上で説明でき

ず立 ち 往 生 して、 翌 週廻 しに して も らい ま し た。 こ れ は例 の
な い こ と で す。 そ の

後 私

が課長となり指名審 査会 に出席するようになり、 そのとき のことを思い出す度びに冷

汗が 出 ま す。

来年 ３月 の定年を前に して、 部長としての５年間の総仕上げをこの７か月 で行うと

して いた矢先の出来事で ご本人もさぞ無念だったと思いま す。 奥部長は、 自分の時代

に、 建 築 部 を局 に
格 上 げす る こ と が 夢 で した。

こ れに つ い て は、 私 ど も が遺 志 を 受 け
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継い で 行 く つ もり で おり ま す
。
こ の よ うな こ と で、 今年 の 夏 は、

人 の命 の はか な さ を

身近で感 じさせられま した。 そ こで自分自身 の残りの時間を有効に使う意 味で、 見聞

を広 め る た め に、 ３ 日間 の リ フ レ ッ シュ 休 暇 をい た だい て、 土 ・ 日の ２ 日を 加 え、

金沢 一 京都 一 奈良 一 伊勢 へと歴史の旅に仕事を忘れて出かける予 定でおりま す。

名園を観賞 し、 紅葉を見て、 大和路の古墳群を散策し、 那馬台国の卑 弥呼の墓を想

像 しつ つ、 秋 篠 寺 で 伎 芸 天 を 拝 み、 伊 勢 で 新 宮 に 詣 で、 有 意義 な 旅 に した い と 考 え て、

計 画 を 立て て い る 昨 今 で す。

終 り に、 新 聞 報 道 に よ りま す と、 日 米
建 設 摩 擦 の た めに、 一 般 競 争 入 札 の 採用 や、

同業者間 の完成保証人制度の全 廃等種々とルールが変わり、 建設業界 にとって厳 しい

ときで すが、 貴協同組合の益々 の発展と、 組合員各社の ご繁栄を祈念申 しあげて、 拙

い筆 を 置 き ま す。

糀



（協） 千葉電 友会だよ り （８）

施工管理について

千葉市建設局建築部 保全課主幹 田 中 将 雄

私が生ま れ育 った所は、 千葉市の中心 に程近い国道５１号
線に沿った職人の町で、 大

工 ・ 左 官 ・鳶 ・ 建 具屋 ・ 畳 屋 ・ 板 金 な ど の 建 築 に 従事 する 人 か ら籠 屋 ・ 鍛 冶屋 ・ 鋸 屋 ・

下 駄 屋 ・ 植 木 屋 ・ 染 め物 屋 ・ 旗 屋、 等 々 多 く の
職 人さ ん 達 が同 じ町 内 に 住 ん でい て、

子 供 の遊 び場 に は 格 好 の所 で し た。 この よ う な 町 に 住
ん で いた せ い か、 物 を 作 る こ

と

に興 味があり、 今でも休みの 日などは他人 の迷惑も気にせず、 日
曜 大工の真似事 をし

て お りま す。

昔 の 職 人さ ん は、 仕 事 は 口 で 教 え ず、 親
方 の仕 事 を 見 て い て 覚 え さ せ る ため、

一人

前になるま では大変な努力と年月 が必要で した。 伝統工 芸に携わる人々の中には、 現

在で も厳 しい修業をして技術 を修得 し、 後継者と して伝 承されております。

時 代は変わり、 近年は技術 革新 が進め
られ、 合理化・省力化して人手を極力

抑 え、

そして作業効率を向上させるといった高度 生産 が現代の社会情勢であります。

そ のような情勢 の中で、 電気工事の業界 も共に年々
高度化 し、 複雑 化してきており、

施工管理面におい ても高い知識力が要求さ れてきております。 電気工 事は、 建築・設

備業者等と関連して工事 を進めなければならないため、 現 場管理者は、 専門的知識 と

豊富な施工経験をもって管理 しな けれ ばなりません。 そ の上労働者の高齢化や熟練工

の人 手不足が高まるといった中で、 適切に現場を
進捗させて行くには、 大変厳しい施

工管 理 を しな けれ ばな らな く な っ て き てお り ま す。

そ う した悪条件 を少しでも解消するためには、 作業の機械化を進めることが大切で

はないのかと考えられます。 工 具についても、 施工精度が期待できて
利便性に富ん だ

もの が あ り、 技 術 力 を
補 うた め に も必 要 で は な い か と 思わ れま す。

この と ころ、
新 聞 ・ テ レ ビ等 で 色々 と 報 道 さ れ て お りま すよ う に、 厳 しい 建 設

業 の

中で、 「電友会」 会員の皆様には、 平素か ら技術者・
技能者の育成 と人材確保に ご尽

力をい ただき、 経営 の健全化を計 られて着実 に事業を推進されて
おりま すこと、 誠に

喜 ば しく 思 いま す。

おわ りに、 電友会 の組合員皆様の
益々 のご繁栄とご多幸 をご祈念申し上げ、 今後と

も市政発展のためご協力をお願い申 し上げま す。



（９） （協） 千葉電友 会だより

総会報告

第９回通常総会開催

第 ９回 通常 総会 が５月２０日、 午後 ３ 時２０分より千葉市内のち ば共済会館に於て組

合員６６名 （委任状含む） 出席の もと開催されま した。

総会の冒 頭、 挨拶に立った岩崎理事 長は 「建設業の景気の回復は一般社会より遅れ

て 出 て来 る が、 我 々 中小 企 業 は、 時代 に添 った 組 合 は も とよ り、 原点 に 返 っ て 経 営 体

質の改善が必要だ。 その為にも電友会 として講習、 講演の勉 強会を実施 しております。

特に『中堅 社員の教育』との認識に立 ち現場代理人講習は積極 的にご参加をお願い致

したい。 ま た今年度は電友会の目的や 進むべき方向、 基本的な 考えな どの基本理念の

成文化を目指 し、 それらに基づく事業運営を進めたい」 と抱負 を述べた。

孫
鱗
懸
簿
鰹
撫



（協） 千葉電 友会だより （１０）

次に議案審議に移り、 平成 ４年度事業経過報告、 同収支決算報告、 平成５年度事業

計画案、 同予算案がそ れぞれ 原案通り可決承認された。 ま た任期満了に伴う役員改選

の結果新理事に宍倉昌信 氏、 新監 事に好地宏氏が就任し総会は閉会 した。

また総会終了後、 千葉市長をはじめとする千葉市幹部、 千葉 県中小企業団体中央会、

関係団体等の ご来賓をはじめ、 総勢１３６名 の出席のもと、 懇親会が開催された。 席上

岩崎理事長は 「千葉市内の中小 企業３０万人のためにも地元市内 企業への発注の英 断を」

と要望を交えて強調された。 懇親会は午後７時盛会裡に散会。 （徳 久 昌 之）

讐 雛
，

慧 嚥獅，



（１１） （協） 千葉電友 会だより

平成５年度経営研修会開催

当組 合の恒例行事 として、 平成５年１０月 １日、 ち ば共済会館にて、 協同組合千葉電

友会主催、 千葉県配 電盤協会共 催、 千葉市建築部後援によ る経営研修会を開催致しま

し た
。

副理事長桜田尚 栄氏の名 司会 のもと、 理事長岩崎興二 氏の開会のことばで始まり、

千葉建 築部技監清水克祐氏より御挨拶をいた だき、 講演会 に入りま した。

千葉市建設局建築部技監 清水克彦氏



（協） 千葉電友 会だよ り （１２）

千葉市保健衛 生部 保健医療課主査で千葉市保 健所主任医長 である池上宏氏を講師に

お 迎 え し、 「エイ ズ 問題 に つ い て」 の 講 義 を受 け、 エイ ズに 対 す る 知 識 を 大 い に高 め

る こ と が で きま し た。

その後、 東京、 三田の臨済宗妙心 寺派龍源寺の松原哲明御 住職 が 「いのちと心」 と

いう演題の もと、 御自身の病の体験 と命の尊さを説かれま した。 命と 時間 の尊さが、

どん な に 大 切 か を知 り、
人 間、

一 生涯 目 標 を 持 っ て、
一度 し か ない 生 涯 を 過 ご した い

と深 く 考 え さ せ られ た ひ と とき で あ りま した。

御多忙 中に もかかわ らず、 多数 の皆様に御出席いただきま して役員一同心より感謝

致しております。 次回、 研修会 にも多数 の方々 の御出席をお待ち申し上 げております。

（染 谷 芳 雄）
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（１鋤 （協） 千葉電友 会だより

「世代間の損得差」

和 光 電 気 （株） 伊 賀 美 浩

現 在 の４０才 代、 ５０才 代 の
ビジネ ス マ ン はそ の 前 後 の 世 代 に 比 ら べる と、 人 生 で ワ リ

を食 って い る 世 代 だ と す る 意 見 があ る。

そ の分 り 易 い 例 と して、 ６０才 以上 の 人 は、 持 ち 家 と か、 株、
ゴ ルフ 会 員 権 等 と、

わ

が 国 の高 度 経 済 成 長 時 代 に 得た ス トッ ク イ ンフ レの 利 得 を手 に して い る …・・と 言 う の

で あ る。

私 たち は 時 代 の 流 れ の 外 で暮 らす わ けに は い か ず、 世 代
全 体 の 運 命 に よ っ て、 ワ リ

を 食っ た り 食 わ ず に す む こ とに な る の はや む を 得 な い。 が、 ４０才 代 は持 って い る の は、

せ い ぜい 郊 外 の マ ンショ ン、 将 来 も ら える 厚 生 年 金 な ど の公 的 年 金 は （今 の と こ ろ）

昭和２０年 ４月 以 降 生ま れ の人 た ち か ら、 ガク ンと 減 る こと に な っ て い る。 こ れ で は 明

る い 見通 しな ど持 ちよ う が ないと 言 う わ け だ。

人 間 に と っ て 戦争 体験 を持 っ て い る こと が、 プラ ス か、 マイ ナ ス か と 問 わ れ た な ら

ば、 体験者の大多数はプラスと答える に違いない。 そ のわけを一つに要約すれば （あ

の 時の 辛 苦 を 思 え ば、 耐 え られ な い 辛 苦 は な い） と い う体 験 を 持 っ て い る か ら だ。

この 体 験 を 持 つ 世 代、 ６０才 後 半 か ら７０才 代 の世 代、 いわ ゆ る 戦 中 派 も、 戦 時 中、 敗

戦 直 後 に 最 大 に ワ リ を食 った 世 代 だ っ た。

４０才 代、 ５０
才 代 の 皆さ ん も、 現 在 ソ ンを して も、 わ が国 が 繁 栄 す れ ば、 そ れ を 帳消

しに してく れ る期 待 を もっ て、 が ん ば る しか ない よ う に思 わ れ る が、 どう
だ ろ う。
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（協） 千葉電 友会だよ り （１４）

恵比須 ・大黒のバラ ンス

千葉県配電盤協会会長 大 薗 力

大黒さん恵 比須さんと言うのは、 日本 人な ら誰でも知って居るだろうと思う が、 大

黒さんの袋の 中には一体何が入って居る のだろう。 サ ンタの袋の様に玩具が入 って居

る わ け で はな い。 昔 々 七 福 神 が 皆 で旅 を する 事に な っ たの で す が、 今 日 の様 に 「キャ

ッ シュカ ー ド」 を持 て ば す べ て が用 足り と 言う わ け に い か な い。 鍋 釜、 米 味噌 等 持っ

て ゆく 時代である。 其の時、 大黒さん は 「私が荷物全部持ちま しょ う」 と、 あの大き

な袋の中に入 れたの です。 人の困って居るのを見て積 極的に引受けよう、 人の難儀を

背負ってや ろうと言う事です。 恵比須さんは鯛と釣竿 を持って居ますが、 鯛とは人間

の 欲 望 即 ち、 食 べ たい、 行 き た い、 持 ち た い と 言 う願 望 を表 わ して 居る の で す。 竿 の

方は皆さん良く釣をして解ると思うが先の方が細くな って居ます。 「自分の言う事、

考 えてる事すべて自分が正 しい」 と信じ込む考え方 は釣竿でなく、 物干 し竿の考 え方

になってしま いま す。 先端 の軟い釣竿だか ら魚を手操 り寄せて釣り上 げる事が出来ま

すが、 物干し竿だと出来ま せん。 自分の考え方 だけを押 しつ けるの でなく、 相手の意

見を良く聞く 事により自分 の考 え方 も、 又相手に通じる様になりま す。 自分の欲望を

上手に自分の物にする事 「利を己に」 を表 して居ます。 大黒 さんは人の難儀を救う。

即ち、 「利を他に」 分け与える事で今日 迄皆さんの記憶の中に生き 続け財を 与えてく

れる神、 難を救ってくれる神となって居ま す。 此の二人の神が吾々 の心の中に生きて

居 る理由 は常に人間の姿を表現 して居るからではなかろうか？。自分の利益を考え、 又

他 の利益の事も考えてみる事でバランスのとれた 「いい人生」を送 れる 事になりましょう。

電友会と言う組織は全員を包括 して 「利を他に」 の活動であり、 個々の企業に 於い

ては 「利を己に」 となりま す。 昨今景気 も冷 え込んで 何時暗い冷い トンネルを抜 け出

る の か 見当 もつ き ま せ ん。 過 去 の 不 況 時 は、 ど こ かで、 ど こか の
業 種に 活 気 があ りま

したが、 今日の 不況は全国民、 全世界に亘る不況の様 です。 此の様な時こそ 理事 長中

心に 「利他」 を生かし、 「自利」 を導く 事こそ大事な 事と痛感いた します。

勉強家揃いの 電友会 が今後益々研鐵を重ね、 私共にも良き指導者 であ られん事 を切

望 し、 筆 を おき
ま す。



（１５） （協） 干葉電友会 だより

千葉電友会第２４回ゴリレフコンペ

優 勝 片岡電工（株） 片岡 達雄 氏

暑さ寒さ も彼岸まで、 と言いま すがその彼岸 も過 ぎた９月２９日 （火） 第２４回 千葉 電

友 会 ゴルフ コ ンペ が 成 田 市 総成 カ ン ト リ ー倶 楽 部 東 コ ー ス に て行 わ れる。

ゴルフ 大 好 き の 会 員 の 皆 さん 好 天 の 中、 仕 事 も 忘 れ、 楽 しい 一 日を 終 る。

スタート８時という早 い時間のため終了も２時という時間帯で終る。 成績発表祝賀

会 は、 時 間 を た っ ぷり 掛 けた 自 慢 話 の 言 い た い放 題。

今回は４ 組だが次回より女性もま じえて会員をふや したいということでお開きとな

る
。

成績 は下 記の通り。

第２４回 ゴ ル フ コ ン ペ ・ ス コ ア 表
（敬称略）

氏 名 会 社 名 東 南 ＧＲＯＳＳ Ｈ．Ｃ．Ｐ ＮＥＴ ㎜ ＮＨＤ

１ 増 田 健 増田電気工業所 ５０ ４７ ９７ １１ ８６ １２ １１

２ 佐 藤 道 愈 東 陽 電 気 工 事 ４７ ４９ ９６ ２１ ７５ ４ ２１

３ 桜 田 尚 栄 桜 田 電 設 ５２ ４２ ９４ １８ ７６ ６ １８

４ 武 田 徹 ス ズ デ ン ５２ ５９ １１１ ２７ ８４ １１ ２７

５ 吉 田 孝 次 吉 田 電 設 ５０ ５６ １０６ ２３ ８３ ９ ２３

６ 高 本 仁 太 京 葉 電 設 ５２ ４８ １００ １６ ８４ １０ １６

７ 山 本 勝 生 大 信 電 業 ４４ ３８ ８２ ７ ７５ ５ ７

８ 綱 渕 徹 共 和電 気 工業 ４４ ４６ ９０ １２ ７８ ８ １２

９ 伊 藤 征 司 伊 藤 電 業 ４２ ４４ ８６ １０ ７６ ７ １０

１０ 北 園 皓 三 北 園 電 業 ５９ ６２ １２１ ２５ ９６ ＢＭ ２５

１１ 高 島 隆 一 扇 港 電 機 ５８ ５７ １１５ ２６ ８９ Ｂ Ｂ ２６

１２ 藤 沼 清 一 藤 沼 電 設 ４３ ４４ ８７ １６ ７１ ２ １２

１３ 片 岡 達 雄 片 岡 電 工 ４０ ３７ ７７ ７ ７０ １ ３

１４ 山 田 恒 夫 北 斗 電 業 ４４ ４４ ８８ １５ ７３ ３ １３



（協） 千葉 電友会だ より （１６）

Ｄ Ｃ 山本
、
山 田
、
増 田、 片 岡

Ｎ Ｐ 佐 藤、 片 岡、 綱 渕、 藤 沼

大波 桜田

小波 高島

☆ 次回幹事 （片岡電工） 片岡氏、 （扇港 電機） 高島氏

☆ 次回予定 平成６年１月１３日 袖ケ浦 ㏄

（桜 田 尚 栄）

ゴ ル フ コ ン ペ 参 加 メ ン バ ー



（１７） （協） 千葉電友 会だより
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優勝 （片岡電工） 片岡氏
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成績発表祝賀会風景



（協） 千葉電 友会だより （１８）

千葉電友会施設見学研修会

当 組 合 平 成 ５ 年度 恒 例 行 事 と して ６月２５日 ～２６日 １泊 ２ 日に て 開催 さ れま し た。

今回は参加３７名にて東 武ワー ルドスクエア を見学 （ミ ニチア） １時間で世界の名

所旧跡を見学する事 がで き大変感動致 しま した。 見学後、 水上温泉松ノ井ホ テルにて

親睦を兼ね て楽しい懇親の夜を過 ごしま した。

翌日は水沢観音を参拝して千葉 に予 定どうり到着 し研修旅行を無事終了 しま した。

（福利厚生委員会）

鍵



（１９） （協） 千葉 電友会 だより

入 札 結 果 報 告

Ｈ ４
．
１０
．
１ ～ Ｈ ５

．
９
．
３０

単位：千円

落 札日 工 事 件 名 社 名 落札金額

Ｈ４．１０．１ 都賀中学校他２校ＣＡＩ教室改修電気設備工事 光栄電設工業 １３，
１００

〃 塩田町誉田線道路照明工事 渡辺電気工業 ９
，
６００

５ 幕張中学校プール改築電気設備工事 アイシン電気工事 ５１，５００

７ みつわ台北小学校他２校高圧幹線改修工事 光栄電設工業 ８，７
００

〃 千葉公園体育館 電気設備改修工事 新千葉電設 ７，８０
０

〃 花見川第１中学校２校ＣＡＩ教室改修電気設備工事 広尾電設 ８，８９０

〃 若松中学校他２校ＣＡＩ教室改修電気設備工事 大信電業 ８，４００

１９ 弥生小学校他１校高圧幹線改修工事 京葉工業 ４，１００

〃 浜田自転車保管所整備電気設備工事 笈川光和電気 ２
，
６２０



（協） 千葉電 友会だよ り （２０）

落札日 工 事 件 名 社 名 落札金額

Ｈ ４．１０．２１ 高 洲 第 １ノ」岸 校 他 ２ 校 高
圧 幹 線 改 修 工 事 滝 口 電 気 工 業 ８，９００

〃 末広中学校他２校ＣＡＩ教室改修電気設備工事 昌信電機工事 ７，６００

２６ 真砂第１中学校高圧幹線改修工事 京葉電設 ２，８９
０

２８ 花見川第５小学校他１校高圧幹線改修工事 染谷電気商会 ６
，
４５０

１１．２ 椿森集会
所改築電気設備工事 京葉電設 ２

，
９００

〃 北谷津園浴室他改修電気設備工事 進和電気 ２
，
４５０

４ 白旗保育所増築電気設備工事 北陽電 機産業 ６
，
７４０

１３ 稲毛第２小学校他２校照明増設工事 滝口電気工業 ７
，
８５０

〃 白井小学校受水槽 改修電気設備工事 双葉電設 ５，
０００

１６ 検見川・稲毛地 区仮設収容住宅新築電気設備工事 安藤電気工事 ３ρ７０

２５ 動物公園象舎増改築電気設備工事 橋本電業社 ３０，
８００

〃 誉田駅第１自転車駐車場新築電気設備工事 千葉電業社 ５，
６００

〃 檀橋中学校他１校照明増設工事 千石電設 ６
，
６００

１２．１ 農政センター園芸温室６．７号棟改築電気設備工事 千葉電建 ３β００

〃 幕張西２丁目第１公園他１カ所照明灯設置工事 大東電設 ２
，
７００

４
●

道路照明灯設置工事その２ 千葉電気工事 ２４
，
２５０

〃 中央浄化センター水処理電気室直流 電源盤交換工事 福井電機 １１５００

７ 桜木霊園火葬場進入路外灯交換工事 双葉電設 ３，５８
０

〃 みやこ児童公園交通公園管理棟 改築電気設備工事 昌信電機工事 ５
，
７８０

１４ 川戸小学校受水槽改修電気設備工事 北陽電機産業 ４，４６０

１６ （仮称）千葉市消 防防災総合センター大訓練場照明設備工事 山栄電機 １２，０００

２１ 南部浄化センター外灯設備工事 奄美電設 ３，４０
０

２４ 千葉公園ハス池照明灯設置エ事 京葉電設 ９，
２００



（２１） （協） 千葉 電友会だよ り

落 札 日 工 事 件 名 社 名 落札金額

Ｈ４．１２．２４ 坂 月 ・大 宮 北 部 浄 化 セ ンタ ー 水 位 計 設 置 工 事 北 進 電 設 ５
，
１００

Ｈ５．１．１３ 千葉公園野球場便所新築 電気設備工事 西千葉電設 ２，５００

２． ３ 消防局航空隊庁舎新築電気設備工事 協同電業社 ２２β００

５．１９ 国道１６号道路照明灯設置工事 和光電気 ６
，
２００

２４ こてはし台学校給食センター洗浄室冷房電気設備工事 安藤電気工事 ２
，
６９０

２６ 高洲第１中学校内部改造１期電気設備工事 千葉塚田電気 ４２，２５０

〃 積橋小学校連絡通路増築 に伴う受水槽移設電気設備工事 トマツ電設 ６，９００

３１ 県道誉田停車場中野線他１・道路照明灯設置工事 千葉電業社 ３，９８０

６．１０ 道路照明灯設置工事 城南電設企業 ２２，７００

〃 千城台東小学校内部改造１期電気設備工事 桜田電設 ３２
，
５００

〃 高洲第１小学校内部改造１期電気設備工事 千石電設 ３６，４００

〃 ポートアリーナ周辺歩道照明灯設置工事 福井電機 １７
，
３００

１８ 幕張町・弁天町線道路照明工事 東陽電気工事 １９，７５０

〃 千葉競輪場検車場改修電気設備工事 京葉電設 ７，２５０

〃 轟町中学校増築 電気設備工事 千葉電気工事 ２３，７
００

〃 上の台小学校増築電気設備工事 橋本電業社 ２２，９００

２１ あやめ台第２保育所電灯設備改修工事 粟飯原電気商会 ２
，
９００

２３ みつわ台中学校照明増設工：事 新千葉電設 ９，６０
０

〃 土気中学校照明増設工事 千葉電建 ９
，
５００

〃 川戸小学校照明増設工事 水沼電業社 １１，０００

〃 院内小学校照明増設工事 和光電気 １４，５
００

〃 （仮称）幕張本郷公民館新築電気設備工事 協同電業社 ４６，
５００

〃 坂 月 浄 化 セ ンタ ー 他 ・ 溶 存 酸 素 計 設 置 工 事 双 葉 電 設 ９
，
６００



（協） 千葉 電友会だ より （２２）

落札 日 工 事 件 名 社 名 落札金額

Ｈ５．６２３
土気南中学校増築電気設備工事 城南電設企業 ３２

，
８００

２８ 消防局ヘリコプター附帯施設新設電気設備工事 モデン工業 １億８８，０００

〃 白井小学校散水電気設備工事 双葉電設 ３，６４０

３０ 県道千葉鎌ケ谷松戸線他５・道路照明灯設置工事 京葉工業 ５，
４００

〃 弥生小学校散水電気設備工事 滝口電気工業 ８
，
３００

〃 幕張東小学校散水電気設備工事 染谷電気商会 ６β００

〃 北貝塚小学校散水電気設備工事 吉田電設 ５，
１５０

〃 稲毛第 ２小学校散水電気設備工事 安藤電気工事 ６
，
０６０

〃 越智中学校散水電気設備工事 千葉電建 ６，０００

７． ５ さつきが丘中学校高圧幹線改修工事 広尾電設 ３，
０００

１９ 轟町第１団地建替事業・集会室新築電気設備工事 北進電設 ３
，
２００

２１ 生実保育所改築電気設備工事 千葉電気工事 ４３，
０００

〃 泉谷中学校散水 電気設備工事 北陽電機産業 ７
，
９５０

〃 登戸小学校散水電気設備工事 京葉電設 ７，
６００

〃 花見川第２小学校散水電気設備工事 トマツ電設 ６
，
８５０

〃 西の谷小学校散水電気設備工事 大東電設 ８
，
１００

〃 花見川第 １小学校散水電気設備工事 広尾電設 ６，２
００

２６ 稲毛第２小学校プール附属屋改築電気設備工事 滝口電気工業 ２，７
００

〃 登戸小学校プー ル附属屋 改築電気設備工事 西千葉電設 ３
，
２００

〃 市立千葉高等学校調理室他・改修電気設備工事 笈川 光和電気 ４，３２０

２８ 道路照明灯設置工事（その２） 栄光社 ２６，７００

〃 横戸小学校散水電気設備工事 染谷電気商会 ５，
８００

〃 千城台北小学校散水電気設俸工事 進和電気 ５
，
６００



一

⑳ （協） 千 葉電 友会だよ り

落札 日 工 事 件 名 社 名 落札金額

Ｈ５． ７．２８ さつきが丘西小学校散水電気設備工事 和光電気 ７
，
６００

〃 稲浜小学校散水電気設備工事 染谷電気商会 ９，５００

〃 越智小学校散水電気設備工事 北園電業 ８，８００

〃 宮野木小学校散水電気設備工事 黒田電気商会 ９
，５
００

８． ４ 小仲台中学校受水槽改修電気設備工事 新千葉電設 ５
，
４００

９ 草野中学校他２校部室新築電気設備工事 京葉工業 ２，６８０

３０ こ て は し図 書 館 ・コ ンピュータ 室 電 気 設 備 工 事 光 電 社 ２
，
８００

９． ６ 県道千葉大網線道路照明灯設置工事 千葉電業社 ３
，
４５０

８ 本町小学校受水槽改修電気設備工事 西千葉電設 ６，
０００

〃 穴川中央公園・電気設備工事（その１） 岡田電気工事 ３６ρ００

２１ 花見川第２保育所・調理室改修電気設備工事 広尾電設 ４，２００

２７ 千葉公 園蓮華亭・新築電気設備工事 京葉電設 １２β００

〃 道路照明灯設置工事（その３） 双葉電設 ７，４５０

２８ 花園中学校給 食受取室改築電気設備工事 笈川光和電気 ２
，８２
０

魯

　



（協） 千葉 電友会 だより ２４）

事 務 局 だ よ り

慶 祝

０ ５年１０月１１日千葉塚田電気㈱社長岩崎興二氏、 長女里恵子様 が御結婚されました。

一 お めで とう ございま す 一

卦 報

（組合員）

●和光電気㈱専務取締役 伊賀美浩氏 御令室喜和様

平成４年１１月 ９日 享 年６２才

● モデン工業㈱代表取締 役社長 関 泰雄氏 御母堂ゐつ 様

平成５年１０月２６日 享 年９３才

（賛助会員）

●三邦電機工業㈱千葉営業所長 丸山 博氏 御尊父善三様

平成 ５年２月８日 享年８８才

一 謹 んで お 悔や み申 し 上 げま す 一

新規加入組合員

○小峯電業㈱ 代表取締役 小峯進二氏

（住 所） 千 葉 市 若 葉 区若 松 町５３１番 地４０５ （ＴＥＬ） ４２４－２６６６

０ ㈱奄美電設 代表取締役 有川昭男氏

（住所） 千葉市中央区蘇 我町２丁目９６５番地 （ＴＥＬ） ２６１－７１８８

０ ㈲東和電気工事 代表取締役 平澤唯夫氏

（住 所） 千 葉 市 若 葉 区 加 曽 利 町１１４６の１ （ＴＥＬ） ２３２－８１４６

賛助会員

○小島電機工業㈱ 千葉営業所 所長 宍倉卓夫氏

（住所） 千 葉市 中央区弁天３丁目６番 ２号 （ＴＥＬ） ２５４－５７２１

０ 千葉トシン電機㈱ 千葉営業所 所長 大竹輝彦氏

（住所） 千葉市若葉区みつわ台５丁目１０番２号 （ＴＥＬ） ２５３－４６３１



ｉ■ 一

（２５） （協） 千 葉電友会 だよ り

代表者変更

（組合員）

５年７月

（賛助会員）

４ 年１１月

５年４月

５年４月

５年４月

５年４月

４年４月

京 葉エ フ ・ ディ ・ ケ ー 株 式会 社

（新） 代 表 取 締 役 花 井 卓 郎 氏

代 表 取 締 役 岡 本 定 廣 氏

大崎電気工業株式会社

（新） 千葉営業副所長

千 葉 営 業 所長

中立電機株式会社

（新） 東 関 東 支 社長

千 葉 営業 所 長

東芝ライ テック株式会社

（新） 千 葉 営 業 所長

千 葉 営 業 所長

ニ ッタ ン 株 式会 社

（新） 千 葉 支 店 長

千 葉 支 店 長

能美防災株式会社

（新） 千 葉 支 社 長

千 葉 支 社 長

株式会社村田電機製作 所

（新） 千葉 営 業 所 長

千 葉 営 業 所 長

丹 羽 和 雄 氏

奈 良 清 吉 氏

藤 田 辰 雄 氏

紫 山 喜 次 氏

西 田 武 夫 氏

長 山 進 氏

宮 内 久 氏

赤 塚 哲 雄 氏

松 下 栄 次 氏

中 原 安 雄 氏

藤 川 裕 氏

渡 辺 隆 一 氏



（協） 千葉 電友 会だよ り ⑫６＞

住所変更

（組 合員）

５年８月

（賛助会員）

４ 年１１月

㈲笈川光和電気

（新） 千葉市花見川 区花園３丁目１８番２号

（旧） 千葉市花見川 区検見川 町１丁目６６９番地の１７

大崎電気工業㈱

（新） 千 葉市中央 区登戸１丁目１８番１０号

（旧） 千葉市稲 毛区緑 町１丁目２８番１５号

第２回千葉市優良工事請負 業者決定

今年度の電気設備工事優 良賞、 平成５ 年１０月２６日、 ちば共済会
館にて本組合員の下

記 の方 々 が受 賞 さ れ ま した。

受 賞 者 株 式会 社 新 千葉 電設

千 葉 電 建 株 式 会 社

株 式 会 社 成 田 電 設

有限 会社 西 千葉電 設

様

様

様

様

お め で と う ご ざ い ま す。 一



⑫７＞ （協） 千葉電友会だより

新社屋落成

株式会社 京 葉 電 設

㌔
熊
躍憲
耀

　
磯
拶

識
瓢
告

蜜

ｔ
噸

，

鐙

平 成５ 年４月落 成

電友会の事務所を

皆様もっと御利用下さい

一麻雀卓もあります一

（事務局より）



（協） 千葉 電友会だよ り （２鋤

㊥ 初心を忘れず、

知恵と汗を出し

共存共栄を計る二営業方針

電 設 資 材 総 合 卸

株式会社 井之輪電商

〒２６４ 千 葉 市 若 葉 区 桜 木 町２３０－４５

ＴＥＬ．０４３（２３２
）５１２７（代表）

ＦＡＸ．０４３（２３２）６４２７

サービス精神に徹する＝営業体制

ＡＭ８＝３０～ＰＭ７＝００（平日）



⑳ （協） 千葉電友 会だより

れ 　 む い ぶ プ ォ うが ド ヤ　 メ む
ぎ

鑛時代の＝１÷ズに応える ＭｌＫＵＮｌ
灘

命
本社及 営業 所

水 戸 営 業 所

宇都 宮営業所

千 葉 営 業 所

茨 城 工 場

営業品目
屋内外 キュー ビクル式高圧受変 電設備

配 電 盤 ・ 制 御 盤 ・ 分 電 盤 ・ 監 視 盤

キ ューヒク ル式非常電 源専用 受電 設備

（ＰＦ － Ｓ形 １５０ｋＶＡ 屋 外 用 認 定 番 号 １２７号）

（ＣＢ 形 １５０ｋＶＡ 〃 〃 ２６８号）

（ＣＢ形 ３００ｋＶＡ 〃 〃 ２２６号）

（ＣＢ形 ３００ｋＶＡ 屋 内 用 〃 ２８１号）

（ＣＢ形 ５００ｋＶＡ 屋 外 用 〃 ２２５号）

（ＣＢ 形 ５００ｋＶＡ 屋 内 用 〃 ２８０号）

非 常 電 源 用 分 電 盤（消 防 庁 告 示 ８ 号 適 合 認 定品）

二邦電機工業株式
東 京 都 墨 田 区 本 所 ３ 丁 目２２番 ３ 号 〒１３０

水 戸 市 泉 町 ２ 丁 目 ２ 番 ２９ 号 〒３１０

宇 都 宮 市 花 園 町 ４ 番 １ 号 〒３２０

千 葉市 中 央 区 長洲 １ 丁 目２１番 ４ 号 〒２６０

茨城 県 猿 島郡 総 和 町下 大 野 ２０００ 番 〒３０６－０２

会社
篭舌０３（３６２４）３５１１ ㈹ ＦＡＸＯ３（３６２５）４６１６

電話 ０２９２（２４）２２６１ ＦＡＸＯ２９２（２１）６４８４

電話 ０２８６（３５）１９５１ ＦＡＸＯ２８６（３５）１８９２

電話 ０４３（２２１）０３３８ ＦＡＸＯ４３（２２ユ）０６６８

電話 ０２８０（９２）０７５５ ＦＡＸＯ２８０（９２）１０１４

照明設計は、まず
“光源”の選択か ら。

イワサキの明りは

人 と

地 球 と

未来に優しい

健康優良都市のくつろぎ空間に

ツインアーク

２光色発光形ＨｌＤランプ

光、最先端をめざして

ｌＷＡＳＡＫｌ

擁

⑭ 岩崎電気株式会社 本社雫昌朧薩藩祓梶１４
千 葉 営 業 所 ＴＥＬＯ４３－２６４－６３５５

ユ

ノ



（協） 千葉電友 会だより （３０）

オ フィス の明 る さ ＰＵインバ ータ 安 さ らに ルー バ 効 率 も 高 効 率ＱＡルーバ を

１５０％藤〕雲灘 繍 ３０％ＵＰ 蟹繋 駕
束 の１５０％の 明るさ。フル

点 灯状 態 でもランプ も明るさが アップ（当 社 比）。 本 格 ＯＡ 対 応

定 格 寿 命 の 低 下 や チ ラツ キ 感 が ありま せ ん。 か ら一 般 向 けま で、 ３タイ
プ か ら 選 べ ます。

新 ・ 登 ・ 場

● お問 い合 わ せ は、

ライトコントロ ーラと 組

調光可能 撫 幅欝
連 続 調 光が 可 能。オフィスの 用 途 に合わせて

照 度 設 定 が自在。３段 階 の
プリセット機 能 付、

〔〒２６０〕千 葉 市 中 央 区 祐 光 １ 丁 目 ３ 番１ 易 松 下 電 工・

Ａ＆笛
快適を科学します

干 葉電材営業 所 容（０４３）２２４３６６１

一

乙 ．

ＴＯＳＨＩＢＡ

地場に育まれ 奉仕し 明日へ躍進

電設資材総合卸
照 明 器 具 ・ 配 線 器 具 ・ 換 気 扇 ・ 各 種 光 源
配 電 盤 ・ 分 電 盤 ・ 制 御 盤 ・ 受 変 電 設 備

Ｈ Ａ 機 器 ・ Ｏ Ａ 機 器 ・ 家 電 製 品 ・ 住 宅 設 備 機 器

配 線 ・ 電績 ・ 電 線管 及 附属 品 ・ そ の 他 電 機 工 事 材 料

千葉東芝電材株式会社
本 社 千葉市中央区中央港２丁目４番１号

〒２６０ ０４３ （２４２） ８１４１㈹

ＦＡＸ Ｏ４３ （２４２） ８１４８

千葉南営業所

千葉北営業所

木更津営業所

東 金 営 業 所

市川 営 業所

佐 原 営 業 所

成 田 営 業 所

松 戸 出 張 所

〒２６０ 千 葉市中央 区中央港２－４－１

〒２６０ 千 葉市中央 区中央港２－４－１

〒２９Ｅ 木更津市木更津３－１４－３２

〒２８３ 東 金 市 堀 上 ２７４ － １

〒２７２ 市 川 市 平 田３ － ５－３０

〒２８７ 佐原市粉名ロロの３－２０２８－６３

〒２８６ 成 田 市 並 木１町２１９－２５Ｂ

〒Ｅ７０ 松戸市六高台７－１１４－２

盈０４３（２４２）８１４１１ｆ」◎

岱０４３（２４２）８１４１αや

容０４３８（Ｅ３）７８Ｂ５αや

且０４７５（５５）５４８１

智〔｝４７３（７９）１３１６α」Ｑ

低〔｝４７８（５４）１６３３１ｆや

容０４７６（２２）３２５１αｉ⇔

盈０４７３（８９）Ｂ６７１

ＦＡＸ，０４３（Ｅ４２）Ｂ１４８

ＦＡＸ，０４３
（２４２）Ｂ１４８

ＦＡＸ．０４３８（２３）７８９３

ＦＡＸ．０４７５（５５）５４８４

ＦＡＸ。０４７３（７９）１Ｅ９４

日へＸ．０４７８
（５２）３６６３

ＦＡＸ，
０４７６（２４）３２２９

ＦＡＸ
．
０４７３（８９）８３６０



（３１） （協） 千葉電友会 だより

躍進を続ける干葉県のメーカー

９１測■ｏ太陽の限りない強力なエネルギーが美 しい自然 を育 み、
万物の生命の根源をなすように、 強烈な情熱と技術力 に

よ っ て 豊 か な 都 市 づ く り の 一 端 を 担 っ て い き た い。

営業品目：高低圧受 配電盤・監 視盤・各種制御盤

株式会社 大 東 電 機 製 作 所
代表取締役 大 薗 力

本社 〒２９４ 干葉市若葉区太田田Ｊ９０番１ ＴＥＬ Ｏ４３２３１２０９８番㈹

工場 〒２８９１１ 八街市沖字中沖６０１番地 ＴＥＬ Ｏ４３４４５２８８１番㈹

先端技術で２１世紀を創造する

配 電 盤 製 造 販 売

△
ＣＨＩＢＡ ＤＥＮＫＩ

千葉電機株式会社
本社 〒２６４ 千葉県千葉市若葉区加曽利町４７５－１

電 言舌 ０４３ （２３１）８７５５（ｆヒ）

ＦＡＸ Ｏ４３ （２３２）０４７９



（協） 千葉電友 会だよ り （３２

殿悟食汁Ｙ

ｗ か
火災報知機も
コー ドレスの時代です。

臨猛・ｒ昇尋 楕…式宕社
本 社 ／〒１４τ 東 京都品川区 上大崎２－１０－４３ 實０３（３４４４）４１１１（大代）

千 葉支社／〒２５０千葉市中央区新宿 町２－ ３－１６ 容０４巳（Ｅ４１）５５９６

鞠
ー

築 謡 詳
器

　

ＣＯＲＯ》ＬＥＳＳ

無 線式火 災警報システム

「 〔営 業 種 目〕

放 送 設 備 ・ Ｔ Ｖ 共 聴 設 備 ・ 特 殊 音 響 設 備

親子 時計設備・イ ンターホン設備 ・表示機設備

技術と信頼 の

青彙画目調厩翻式会社
代表取締役 岩 崎 良 昭

千 葉 市 若 葉 区 桜 木 町 ５ １ １ 番 地 １ ３

電言舌 ０ ４ ３ （２ ３ ２） １ ２ ２ ０αや



（３３） （協） 千葉電友会 だよ り

撞

。
軸 懲

翻 繍

灘 灘
醤・ 罷 虫

ｉＨ２Ｂ
Ａｄｄｒｅｓｓａｂｌｅ ＧＲ Ｓｙｓｔｅｍ

峯

フ レキ シ ビリ ティ に

富んだシステム構築を実現します。

最 大１
，
０ＥＯア ドレス。

中～大規模ビルおよび広域監視にも最適です。

●ホテル・病院などのルームナン

バー別表 示により、 災害時の

素早い対応が可能。

●最長１ｋｍの長距離転送を可能と

したため、 工場や 学校な
どの

広域監視にも最適。

Ａ 騙 能美防災株式会社

　灘灘
自己診断機能＆故障機器遮断機能。一
操作ガイダンス付大型液晶ディスプレイー甲
轟ヰゆ
邸

♂

爆
ザ

蓼
鮮

麹

繍

専用スペース不要のアドレッサプル

ユ ニットで、
一 般の 感知 器を アド レッ

サブル感知器にできます６

● 施 工 実 績 Ｎｏ．１の Ｒ－１２ シ リ

ーズだから、 機器の信頼性

は群；を抜いています。 防災

設備には欠せない重要ポイ

ン ト で す。

本 社／ 〒１０２ 東 京 都 千代 田 区九 段 南４－７－３ ＴＥＬ（０３）３２６５一ロＥｌ１ ＦＡＸ．（０３）３２６３
－４９４Ｂ

千葉 支 社／〒２６０ 千 葉市 中 央区 神 明町１３－１（大宗 神明 ビル） ＴＥＬ（０４８）２４６－３６７７ ＦＡＸ．（０４３）２』６－５００５

獣し

閥ａ量ｉｏｎａ■
新登場

さらに電球に

近づいた蛍光灯 ■Ｔ形

つ
酌

礎
Ａ
棚
Ｈ
快

■Ｔ形ガラスクリア

電球型蛍光灯

パルツクボール
０電球に近いコンパクトサイ ズ

② 軽 量 化 を 実 現 わ ず か１５０ｇ（Ｔ形）〈従来品３ｇｏ９＞

③ 電 球と同じように 「パッ・ と っく 瞬日寺 点 灯

④ ６ 倍 の 長 寿 命 設 計（当社シリカ電球比）

⑤省電力設計で経済的
〈電球６０ワ ット相 当の明るさを１６Ｗで 実現〉

⑥ さ ら に 演 色 性 ア ツ プ（パル ック 色・パルックｄａｙ色）

Ｒａ８８タイ プ の 蛍 光 体 を 採 用

■Ｇ形

松下電器産業株式会社
ＨＡＬＳ千葉 営業所 千葉市中央区新田 町２番２２号

圏Ｇ形ガラスクリア ■Ｇ形クリア

標準価格

（税別）

零

２
，
１００（円）

’

壽

、

ＴＥＬ
．
０４３ （２４３） ２２３２

、
、
、 ｒ



（協） 千葉電友会 だより 図

翻塞灘躍

鱗

諜

難
叢

腰
躍
璽
糊
轟

謹

難礁麟

大規模複合ビルに最新鋭の
セ キ ュリティ・ネ ットワ ー・ク。

ニッタン の ア ナロ グ 式 Ｒ 型 防 災 シ ス テ ム Ｒ Ｘ Ｎ － ６ は、最

大９系統の伝送システムを構築し、高度な性 能を備えて、
ハイレベルな安全ニーズにお応えします。

圓区］［図Ｅ］囹回巨ヨ圏圏因
●自動試験機 能

ＲＸ Ｎ－６受 信 機 と アナロ グ 式 感 知 器 組 み 合 わ せ に よ り、

保守点 検時の加煙 ・加熱試験 及び煙 感知器の感 度試験

を省略するこ とが出来ます。

● 大型ＬＣＤタッチパネル の採用

● 画面のハ ー ドコピー が取れる プリ ンタ 装備

● ＳＣＩ（ＳＨＯＲＴ ＣＩＲＣＵＩＴＩＳＯＬＡＴＯＲ） 回 路 装 備

● 他設備イ ンタ ーフェース の充実

ＲＸハ←６

自動試験機能付

〈範〉 二ｖ」７二・樵式会杜

千 葉 支 店 ／ 〒２６０ 千 葉 市 中 央 区 寒 川 町１－１７３ 容０４３（２２７）６５６５㈹

本 社 ／ 〒１５１ 東 京 都 渋 谷 区 幡 ヶ 谷 Ｈ Ｉ－６ 容０３（３４６８）ｌＩＩ【（代 表）

編 菓 後 記

此 の夏、 日本列 島は記録的な長い雨と冷害に見舞れあいつぐ低温で農作物も、 想像

以上 の最悪の状態とのこと、 又電気工事業界 も、 不況の影響を受け、 長期間低迷 する

模様である昨今、 業界の現状等も相変わ らず厳 しいものがあります。
「電友会 だより」 も第８号を迎え、 皆様 の御協力により発刊の はこ びとなりま した。
今後とも、 会員相 互の親睦交流を活発 にす るため会報 の内容の充実を はかり皆様に喜

ばれ る 「電 友会 だよ り」 に し た い と 思い ま す。

会 員皆様の積極的な寄稿が最良の糧とな ります。 仕事 に限 らず、 趣 味、 内外の見聞、
旅 行 や 人 生に つ い て の エ ッセ イ、

な ん で も 結 構で す ので ご投 稿 く ださ い。

最後にこのた びご寄稿下さいました方々 に厚く御礼 を申し上 げます と共に、 尚 一層
の御 指導を賜わります様、 お願い申し上 げます。

（戸松）

発行所 協 同 組 合 千 葉 電 友 会

千 葉 市 中 央 区 栄 町 ２４－９
Ｔ Ｅ Ｌ Ｏ４３－２２２－８８２ ８

Ｆ Ａ Ｘ Ｏ４３－２２４－８２ ８８

発 行．責 任 者 岩 崎 興 二

編 集 責 任 者 戸 松 新 平



（３５ （協） 千葉電友 会だより

蕊
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ｍ

電 設資 材 の 総 合商 社

⑤ ミｉ撚 翔 電 梛朱課翁糧取細役澱 賜 鯉
孟葉支店長 野 崎 和 彦

瀦鶴鶉灘難謙鐵謝
日ＡＸＯ３《８６４＞１８９６ ０３《８６６》１２ア９ ０３《８６３》３４２５ ０３《８６６ ８６５４

支 店 東 京 杉 並 調 布 天 宮 壬 葉 横 浜 沼，睾 静 岡 名 古屋
仙台 秋 田

営 業 所 足 位 ・ 王 浦 高 崎 宝 都 宮 ・ 長 岡 新 潟 郡 出 盛 岡 青 森

講 某岐１店 競 葉 市 頭 央 区 粥 栗！巷２ 醜 目 ５ 番１２号

訴Ｅ哩 ０４３難２４５１１７６５ 駄 表竣

ＥＩＡタ＜０４３ぐ２悔４義９Ｇ５４

ｘ


